
は
じ
め
に
（
飯
吉
厚
夫
）
　７

第

一

章

満

州

で

過

ご
し

た

少

年

時

代
1
0

生
ま
れ
と
家
族
1
0／
日
常
生
活
1
5／
終
戦
直
後
の
生
活
2
0／
引
き
揚
げ
体
験
2
3

戦
争
体
験
を
考
え
る
　
3
0
／
学
生
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
　
3
4

第

二

章
　

大

学

進

学

・

物

理

学

研

究

の

道

へ
3
8

引
き
揚
げ
後
の
生
活
3
8／
物
理
へ
の
興
味

４１
／
慶
應
義
塾
大
学
時
代

４４

大
学
院
進
学
と
プ
ラ
ズ
マ
物
理
　
4
8
／
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
の
研
究
5
４
／
プ
ラ
ズ
マ
と
核
融
合
　
5
8

イ
ギ
リ
ス
の
カ
ラ
ム
研
究
所
へ
　
６１
／
日
本
で
の
プ
ラ
ズ
マ
研
究
の
出
発
　
６
3

第

三

章
　

人

工

太

陽

へ
の

挑

戦

の

始

ま

り
6
6

慶
應
義
塾
大
学
の
助
教
授
時
代
6
7／
日
本
の
核
融
合
研
究
　
７１

京
都
大
学
超
高
温
プ
ラ
ズ
マ
研
究
施
設
　
７７
／

ヘ
リ
オ
ト

囗
ン
核
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
組
　
８２

核
分
裂
と
核
融
合
　
8
6／
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ン
核
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
　
9
4

第

四

章
　

核

融

合

科

学

研

究

所

の

創

設
1
0
2

大
型
ヘ
リ
カ
ル
装
置
計
画
1
0
2／
核
融
合
科
学
研
究
所
の
所
長
に
　
1
0
9

大
型
ヘ
リ
カ
ル
装
置
の
建
設
　
１２０
／
核
融
合
研
究
の
現
在
　
0
0

第

五

章
　

中

部

大

学

学

長

と

し

て
1
3
6

中
部
大
学
着
任
の
き
っ
か
け
1
3
6
／
着
任
後
の
取
組
み
１
４
２
／
応
用
生
物
学
部
の
設
置
1
4
6

生
命
健
康
科
学
部
・
現
代
教
育
学
部
の
設
置
1
4
8／
大
学
内
の
芸
術
1
5
2

第

六

章
　

学

問

の

創

発

へ
向

け

て
1
5
5

超
伝
導
研
究
1
5
5／
イ
ー
ス
タ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
フ
ォ
－

ラ
ム
　
１６０

「
理
事
長
の
研
究
特
区
」
1
6
4
／
中
部
高
等
学
術
研
究
所
と
二
つ
の
セ
ン
タ
ー
　
１７１

不
言
実
行
館
と
コ
モ
ン

ズ
セ
ン
タ
ー
　
1
7
7

／
ロ
ボ
ッ
ト
理
工
学
科
・
宇
宙
航
空
理
工
学
科
の
設
置
1
8
3



創
発
学
術
院
の
創
設
　
1
8
7

／
研
究
所
と
大
学
　
１９３

第

七

章
　

宇

宙

観

・

自

然

観

・

人

生

観

と

大

学

の

こ

れ

か

ら
1
9
7

宇
宙
を
ど
う
考
え
る
か
　
1
9
9

／
物
語
と
し
て
の
宇
宙
論

２０２
／
宇
宙
は
完
全
に
は
理
解
で
き
な
い
　
2
0
5

宇
宙
と
科
学
技
術
2
0
8／

地
球
上
の
自
然
法
則

２１２
／

湯
川
先
生
の
こ
と
2
1
4

良
寛
の
六
然
2
1
7／

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
大
学
と
は
　
2
2
2

／

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
と
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
　
2
2
7

持
続
可
能
性
の
思
想
　
2
3
0

／
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
　
２３３

著
作
目
録
2
3
7

年
譜
2
4
4

お
わ
り
に
（
岩
間
優
希
）
　
2
5
0
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